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丹沢山塊中津川中流域の樹幹着生植物群落について

フ、'II
1'1 ;!,J<: 

Studies on the Epiphytic Communities on the Trunks 

along the Nakatsu River System, the Tanzawa 

Mountains, Kanagawa Prefecture 

To.shiya OrzuRu 

Summary 

The Present papar is dealing with the epiphytic community along the Nakatsu 

River・System in the north western corner of Kanagawa Prefecture (Lat. 35° 30' 

N., Long. 139° 10’E., See Fig. 2). The underlying rocks in the area treated is 
composed mainly of green tuff. and the area is altitudinally about 200-300111 above 

sea level. The for巴stin the area is of broad-leaved, deciduous trees among which 

are Euρteleaρolyandγa, Quercus serrata, Zelkova Serrata, 

For the analysis of the epiphytic communities, sp巴cialattention was paid to 

make clear the difference of communities caused by the differ巴nceof sp巴ciesof 

trees, trunk-hight, etc. The epiphytic communities developed on 13 species of 

trees were comprised of a total 47 species, among which 15 species of hepatics, 

20 species of mosses, 7 species of lichens were common. 

The epiphytic communities in the area treated were classified into the following 

communities and subcomminities. These communities and subcommunities are 

different by the position at the trunk, as follows: 

A. Trunk base (0-I.5m high): considerably shaded portion of trunk. 

I. Leucobryum neilgherrense comm 

Exposure, NE 

2. Metzgeria deciPiens一一Dolicho押iitri。ρsisdiversifo抑制 Scomm. 
Exposure, NE 

3. Taxiρhyllum taxirameum一一一Hyρnumsp. comm. 

Exposure , NE 

B. The lower portion of trunk (1 4. 8 m height) 

This portion is exposed to a moist wind and solar radiation 

4. Clastbryella !rnsatsuensis comm. 

4a. Leρraria sp.一一－Trenteρholiaaurea subcomrn. 
Exposure; NE, N, NW, S, SW, W 

4b. Entodon challengeri- Plagiochila acanthoρhylla subsp. jaρonica sub-

com町1.
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Fig. 1 調査地域の航空写真

Aerial vi巴w of the investigated area. 
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Exposure; NE, N, NW  

4c. Pαrmelia subaurulenta subcomm. 

Exposure; NE, N, S, SW，羽f

4cl. Hajウlohymeniumtη＇ste subcomm. 

Exposure ; NE, NW  

4e. Cololejeunea longifolia subcomm. 

Exposure, NE 

Community at dry site of Trunk base with full sun. 

5. Graρhis sp. ( C. scriρts) comm 

Exposure, NE, SE, S 

In Table 1. the floristic composition of th巴secommunities and subcommunities 

is presented. 

1. はじめに

著者は前報で神奈川県の凶端， 丹沢山塊の西！ti），三保 ｜封一附地域の地上，カヤブキ屋根

上の蘇~rnw下落の調査 を実施し，その種類組成の一端 を報告し たが， 丹沢ダム古111造成工事

の進捗にf'I’い，樹幹着生1W1告の調査を途中で断念せざるを得なかった (1976）。木報告は丹

沢山塊において前調斉地と同海抜高で， 植＇：I三の近似した l「1津川，－1-1流域の着生l1M制作法相を

取り扱ったものである。

わが国における着生植物川端のW1＇析は， これまで岩月，）］附［） (1960）っ に｜二I囚 (1962）。手

塚〔1964）などによりいくつかの報告がなされているが， これらの諸報告で取り扱われて

いるのは， 主としてブナ林，針葉樹林などないしは南日本に発達するカ シ林なとであった。

関東地方の低1-Li帯に発達するJ1賀県林内の着生植物群落のliJfi！析は， これまでほとんど手がつ

けられない現状である。

本研究は1976年4月から1978{1＇二2月迄に， Ji沢ii｜ ；り~の ]lj~ ，·！，J） 中津川＇－I ＇流域の河床を主に，

樹幹に着生する蘇苔fJ'i,地衣知， 維管束植物な どの種J'.l~組成を明らかにするとともに ， 着

生基物（樹木〉と着生植物の相互関係に着｜｜し， 樹幹部の高さや，方位による着生植物群

落の種類組成を明らかにしたの

調査にあた り， 国立科学問物館植物liH究hll，井上浩同士には研究全般にわたり御指導い

ただいた 。 ！！~i：知，地衣類の同定に当 っ て御助 プ」いただいた服部植物研究所， 宕月善之助i専

土，匡｜立科学博物館植物研究部，柏谷博之 Jr.I，＼士に厚く御礼申し上げる。 また国ェ：f品科学｜専物

館，手塚｜決男事業部長から野外調査について助言をたまわった。 当館高橋秀男l二任学芸員

に縫管束植物の同定を， 大場達之主任学工；員には植生に関して終始御教示と激励をいただ

いた。以」この方々に感謝の忠を表します。

2. 調査地域の概況

地形

調査地域は，神奈川県の北西部， 愛I干1't/j）宮ケ湘から半原、に至るlド津川！のに｜二i流域で， 東経

139°10＇， 棋高約200～300mの低山地である（Fig.1, 2）。中津川は丹沢山系の E稜丹沢山

(1567m）より発し， 厚木市元lllJて”相模川と介流する流長40kmの川であるのr=J=r津川の上流と
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Fig. 2 調査地域の概略図 ×調査地点

Maps showing the investigated area. 

いで多L、。一般的に太＇ I正洋側は気温が
x Sample plots 

上昇する 7・8月は，｜浄水尾が6月より少いが， 7月に秦野215mm, :j＇原302mmとともに 6
月より降水量が増加している（二宮の降水量は6月が7・8月よりも多Lつ。

植生

[A] 仁｜ごI津渓谷付近の河床；ti）の植ι｜ーは ， フサザクラータマアジサイH下集にまとめられて

し、る。河辺林は崩壊上砂のlfl積により 3 部分的に絶えず他生の更新が行なわれているため
樹令が若く，胸高直徳10～2ocmの細木が多い。 フサザクラやヤマハンノキなどの低木屑及

び草木！留には， モミジイチゴ，ウ ツギ， ニシキウ ツギ，ヤマボウシなど版めて多数の構成

極から成ってL、る（Fig.6）。

〔B〕 段丘上は一部が畑とな り， 段11－.上の樹木は， 着~l二川浩：の発達が極めて悪L 、。

〔C〕 段丘上部から山IJ反にかけては， スギ植林地となり，スギが多く 自然林は河床を除

いて少ない。一言I）にカ シ矧（シラカシ，アラカシ，ウラ ジロガシ〉の残存木があることか

ら全休はJliR荒林帯に入るものと考えられる（Fig.7λ 

3 調 査 方法

方形粋の大きさは，20×20cm(0.02nl〕とし， 各方形枠に出現したすべての着生他物を

Braun-Blanquet Jょにより被度を礼llJ主L＇した 。

方形~~＇.の設定は次の製領で実施 し た 。
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Fig. 3 中津川l流域の景品）（
A view of the fo1 est of th巴 basinof the River Nakatsu. 20 Octob巴1 1977. 

1. 愛JlilllJ石小屋から 1f1津川に沿って，土山i時に至る約8kmと， 古ケ瀬馬場の中津川上

流500m付近から上流域へ約 1km地点迄を，それぞれ900mf'l¥il制に区切り， 調査地点13区を

設置した吋集誌の密集している馬場は， 人為的な影響が・:15・えられるので今厄｜の調査から除

いた。

2. 1～13区ごとに着生植物の多く見られる樹木を選定し， 調査部位は樹幹基部，樹幹

部とに分けて）j形枠を設置した（Fig.8) o HiJ1日常flには着~Lが凡られないので出l査対象から

除外した η 調査察に樹高，胸高直後，着生）JI九着生；111位迄の高さ及び着生1Wiの11H＆状況
をスケッチして， 東西南北の着生量と種名を記録した。河床の樹木l心 、ずれも樹令が若く，

胸高直径5cmから最大で＇・45cmてヂある。方形枠内で多数の種が混在する時は，総べて原本と

して研究室に持ち帰り，荷主！の検討などを行なった。 調杏のために収集した蘇苔類，地衣

JJ'iは楳本として本館に収めてある勺

4.調査結果

今川の訓有資料l:J:r;E!J1.¥i:衣の比較によって，I）；のようなii'ii仰こ区分された（Table1)0 

iff 治

A 樹幹基部（0 -1 m) 

1. Leucobryum nei!gherrense 1i・Pi会

Leucobryum neilgherrenseを識別種とし 3 共存する胞は，Brotherellahenonii, 

Rhynchostegiumρallidifolium, Loρhocolea minor, Brachythecium coreanum 

65 
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Nnknt>u river 

時ー－ 200 m －＂＇＞， モ一一ーーーーーー一一一←←

Fig, 4 調査地域の植生断面図
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River Nakatsu. 
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な とからなる群稀である 。 愛巾~l1 1 ,f.J小屋付近の l1-1津川の河床じi'il）から中肢にかけて， ス

ギとハリ エンジュの胸高直径20～35仰の樹幹基部で認められたが， この群治は一般には，

スギの樹幹基音llにおいて最もよく発達 している。 スギの樹幹＆一部には， Trenteρholia 

aurea （スミレモ〉や， Leρrariasp.が樹幹じ白llから基音llにかけて広範囲に出現するが，

ハリエンジュの樹幹では見られなL、。 これは主として樹皮の物理！的及び化学的な性質の相

違に起因しているものと思われる。著者の経験によれば，上記のJ洋治はねが｜主｜のスギ植林

地や照葉樹林の樹幹基自15でふつうに見られる。

2. Metzg・eria decz・ρiens -Dolichomitrioρsis diversiformi S群落

M etzgeria deciρiens, Dolichomitrioρsis diveァsiformisを識別種としてP Lejeu-

nea jaρonica, Plagiochila acanthophylla subsp. jaρonica などの共存する種か

らなる。本調査地域ではこのJ作約の例はわずかで，河床およびその近くのケヤキ，オニグ

ノレミの樹幹上に見られた。

d1川村落合の胸高直径45mのケヤキの樹幹基（fl）に着生が見られ， 着生方向は北東証LIに80

%，北凶面に15%，北東山に多く着生している。 この俳誌は薄いが大きなマッ トを形成し

ている。 ケヤキの樹幹上部は ｜二｜光の直射をかなり 長時間受けてHi/幹部は乾燥何(li'1JIこある

が，樹幹基部は低木層によりかなり直射がさえぎられ，やや出った立地である。

百ヶi1flの河床林のケヤキ以外の樹幹では， 胸高直係25mのオニグノレミ の樹幹基向llにおい

て Clastobryella!?usatsuensisと， Brotherellahenoniz・のマッ トに混在しているの

が認められた。

3. Taxiρhyllum taxirameum-Hyρnum tristo viride Hr!~ 

Fig. 6 "i＂津渓谷のフサザクラ ータマアジサイj昨集
Eu pt el ea戸olyandra一一－Hydrangeainvolucrata Ass. at Nakatsu Valley. 20 October 
1977. 
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Taxi_bhyllum taxirameumと Hyρnumtristo virideを識別何lとして，！吹：イ）する胞

は Sematoβhyllumsubhumile subsp. jaJうonicum,Frullania tamarisciからなる

Ji引がである内

1 J1 i:J~川沿いの河床u'.IT を 1 J ·1心に，ヤマハン ノ キ，コ ナラ ， オニグノレミの北東而に散在した

J「（＇f会をJI三！＆する。

Taxiρhy!lum taxirameum は， ;"f i副本 卜の口｜駐のY；上や地 ｜ーに光沢のあるti'i*tk～制

色の薄いマットを作る砲であり，厳密なぷ味では樹幹着＇.:l:.J!fiとは言えない。

Hyρnum tristo-viride は山地の樹幹仁や腐木，まれに持上にマットを作ることもある

ので，樹幹着生傾向のある柿といえる。 じ：己の計、「治：は地！ と｜ユから払］ •l咋着~I三への移行過f！， ~の

Jr下j会と考えられる。

このm1併に近似したものとして葛Lil(1969）は二重県多j立神社の境内でツブラジイのわ
本樹幹一｜で Taxiρhy!lumtaxirameum, Faurie!la tenuisからなるjff落を記述してい

る 。 著者 (1977）は， 11 11 1 リ I~徳山市長総村駄床谷のミズナラの樹幹卜計JIにおいて Hyρnum

tristo-virideと Brothere!lahenoniiを見L、山したのこの二つのWI'it；はともに Tαxi・

ρhyllum taxirameum-Hyρnunz tristo-viride J:fi；＇；：こ近似したm治と考えられる η
B tM幹；＇；・J)( 1 L!. 8m) 

Ll. Clastobrye!la kusatsuensis H'i＇’治
Clastobryelta !?usatsuens』・sを低占極として樹幹部に広範IHIにわたり着生する1拡大の

H-'(：絡であるの服務総成去の比較分析から， 5亜j洋j誌に｜五分した。 このj伴、抗で生育がlifi；認さ

れた相は， .fh.1矧15租， 戸川'112砲，J也.｛＜）な＇i6 fffi，佐官リj+11＇！物 2EE, ;J:;J<iHJ'i 1 Hi，菌知2H:,

Fig. 7 宮ケi頼のスギ造林地
Cryρtome1’ia jaρonica plantation at Miyagase. 2つOctober1977 
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← N 
5 

Trunk 

Fig. 8 樹幹位置と着生群落
Position of epiphytic communities 

on trunk. 

介計38種である。樹幹法古13着生植物の出現数17種と比較すると21利も多い（Table2）。

4a. Leρraria sp. - Trenteρholia aurea亜j洋治

Lepraria sp.と Trenteρholiaαurea を識別:flfiとする亜Jr下訴である。共存する杭

として Clyρhomitriumhumillimum, Herzogiella Jうeァrobustaが認められた。上記H下

部から蘇士l~i6種，苔知1穐，地衣知3種，合計11種が臨認された。スギの樹幹基｛fllから樹幹

ード仰の高さ 5m付ー近まで，白灰色の Leprariasp.とだいだい色を1Wびた Trenteρholia

a ureaが連続した広範囲な群落を形成するの著者の経験によると，やや溜ったスギの植林

士山において樹幹部で多 くの着生が見られた。

~l=. 11.\l (1976）は岩国において昨（ j~~の集積した屋根瓦上で， ｛也有iに先がけてLL:現するのが

Leρraria sp.であると記述している。 中津川中流域のスギの樹幹においても， 態；撲が付

着していると ころに Lゆrariasp.がまず出現し，やや減った樹幹部にスミレモの着生が

見られるつ ヒ記i「同協からl(¥fi類6臨，首煩1極，i白衣xi'i3極，藻類l間，合計llFuが確認さ

れた。

4b. Entodon chαllengeri－一一Plagiochilaacanthoρhylla subsρ. jaρonica亜

:/l'P五
Entodon challengeri, Plagiochila acanthoρhylla subsρ. jaρonicaを識別種と

し， 共存する胞としては，Brotherellahenoniiからなる。オニグルミ ，ハリエンジュ，

コナラ，スギ，ヤマハンノキ，ケヤキ，フサザクラ，クマノミズキ， ソメイヨシノなど多

陀の樹幹に着生していることから，特定の樹柿を選ばないものと思われる。 仏M宇基部から

樹幹下向13約4mにわたり断片的ではあるが，jム：l自開に着生が見られる。 特に清川村7高合の

胸高50cmのケヤキのか［幹において， 上 ド方向に長さ 4mの連続した大き なマットを形成し

ているのが観祭された。着生方向は北東面779ぢ，北西面18%，北iTI:i9%で， 北東日目に多く

着生する傾向が認められた。このJr下落では蘇知11穐， 子Hl'I9類，地衣頒 1種， 菌類2種，

合計23極の着生が確認されている。Clastobryellakusatsuensis群落ではも っとも多駐

の構成種からなる亜Jr下稀である。

4c. Parmelia subaurulenta亜1i行為

69 
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1 t"('('!': 
Cj 11p Zs Ah Qs Ja Cp Cb Qo M Tn 

J Leucouryum uei lghen enso comm. 

こ Mc <zg• i u dcci pi ens ーーーー－ Dolichomi triopsi s d ive • si fo""'' 
J. Taxiphyllum l ""umcum - Hypnum sp comm. 

1,1, Cntodoo chd lcooc<i - Ploo,ochdu acanlhophylb sc• l,s p ・ Juponi ca 

I，「？な＇ mclia 宍uhuU『ulcnta sc•l1comm. 
ち Gruph"S op co出m

/"' Lcp • a• i u sp ーーーー Trcotcphoha ＇＇＂《 U ,<;ulJcomm. 
'•c. Cololcjcunca longi foliu subcomm. 
lul llaplohymcnl um t< istc suhcomm ・ 

Table 2 着生群落と樹種との関係
Corelation between epiphytic communities and tree species. 

Parme!ia subaurulentaを識別種とし，共存する種としては， Clyρhomitriumhu-

millimum, Parmelia clavulifera, Brotherella henoniiである。

スギ，アラカシ，コナラ，ケヤキ， クマ ノミズキの樹幹部 1.5mから上方へ 3mほどの

範囲で断続的な小群落が発達している。着生方向は北東面38%，北西面25%，東，西面と

南面にそれぞれ13%ずつ着生が見られる。

Parmelia subaurulentaは Clastobryellakusatsuensisや Brotherellahenonii 

などの蘇類のクッション上に生育が見られる。 上記の Parmeliasubaurulentα と P.

clavu!iferaの二種は陽光の当る乾燥面でしばしば着生が認められる。樹幹上に生育する

地衣類は種々の環境条件の「ちで光量と水分が群落の形成に重要であるが， 一般には陽生

な地衣類の；場合湿度以、上に受光量に支配される傾向がある。

時田，葛111(1974）は，大津市の着生群落と天気汚染に関する報告で， Clastobηell a 

kusatsuensz・sと， Clyρhomitrium humillimum は大気汚染に比較的強い種でに｜コ程度

汚染地区の指標になり，また Entodonchallengeri, Parmelia cfαvuliferaは弱度汚

染地区で， 大気汚染の影響がわずかに認められるところの指標になると記述している。

4d. Haρ!ohymenium tri ste亜群務

Haρlohymenium tristeを識別種として Lejeunea ulici na, Brat herell a henonii 

N N 

50 100 % 50 JOO' 

4 ＂＇只 Cubeyo! b kus口lsuensis cu1Tli7l 5 Grnplm叩（ G scclpC., ) cc~＂ 

Fig. 9 4・5:fl平落の着生方位と着生率
Corelation b巴tweendirection and coverag巴 ofcommunity 4 and 5. 
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を含む。

スギ，アラカ シ，コナラ，ケヤキ， クマノミ スギの樹幹下部1.5～3mにかけて着生が

見られる。どの着生基物（樹木〉上においても，方位に関係な く着生が認められ Haplo-

hymenium tristeは，Clastobγyellakusatsuensisよりもさらに乾燥した面に着生す

る傾向が見られる。

Lejeunea ulicinaは超小型の喜子類で，Clastobη1ellakusatsuensisや他の大型蘇

頒の基部に断片的lこ Jl~ 、出される 。

4e. Cololejeunea longi・folia亜群治：

Cotolejeunea longザoliαを識別種として， Brotherella henonii, Lejeuneαja-

ρonica からなる群務：である。中津渓谷河床の多湿なオニクソレミ， スギの樹幹の基部から

樹幹下部約1.5mの高さにかけての北東面に多く着生が見られる。

Cololejeunea longifoliaは小型な苔類であるが，樹幹に多量に着生する傾向がある

ので本種を見い出すことは容易である。

5. Grαρhis sp. ( G. sen°）うta〕群訟：

本群落は受光量が大きく ， ~·j~·に乾燥した樹幹に発達す る傾向が見られる 。地衣頒の Graρ－

his scriρta, Graρhis sp.を識別種とする群落である。好陽性の蘇類の Clyρhomitrium

humillimumや地衣類の Parmeliaclavuliferaなどと混在することが多L、。この亜群

孫において蘇類3極，苔類2種，地衣類3種，合計8種の着生が認められる。

オニ グルマ， コナラ，フサザクラ，ニセアカ シア， クマノミズキ， アカメガ シワのや対車？

基部から樹幹下&fll2. 5mにかけての，南西面に67%の着生が見られる （Fig.9）。

5. おわりに

今回の調査結果から樹幹着生群落は，主として樹幹の方位に関連し，Jiiに面しているか

否かはほとんど関係のないことがわかった。

Graρhis sp.群務を除いたいずれの11下落においても北東面が着生数と着生量が多い傾

向を示していることは， 樹幹部の受ける日照時聞が北東面が最も少な く， 一定量の湿度が

保たれやすいことによるものと思われる。

ブナ滑からハイ マツ帯に至る着生植物群務は， 低山地の群落に比較してかなり多くの報

告が出ているが， 今回の調査地のような照葉林帝上i51lについては資料が乏しく， 広域の比

較は現段階では行ない得ないので群落単位の決定は将来に待ちたL、。

この地に巨大な貯水池を建設する計画があるが， その是非はと もかく ，まず現在のこの

地域における自然環境を正確に記録しておく ことが必要ではなかろうか。着生植物は環境

条件の変化に対して極めて鋭敏である。 この点からも着生群落の現状を詳細に把握してお

くことは，将来この地の開発や保全を考える上の重要な基礎となるものと考えられる。
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Explanation of Plate 1 

Fig. 1 1. Leucobryum neilgheri ense comm. Cj, 0. 5 m, NE 

Fig. 2 4a. Leρrat’ia sp. Trente戸holiaaurea subcomm. Ci, 1. sm, NW  

Fig. 3 : 4b. Eηtodon challengeri Plagiochila acantho戸hyllasubsp. jaJうonicasubcomm. Zs, 

2. 5m, NE 

Fig. 4 . 4c Parmelia subaurulenta subcomrn. Qs, 1. 5m, N 

Fig. 5 : 4cl. Hiαρlohymenium triste subcomm. Zs, 1. Sm, NW  

Fig. 6 : 5. Ciαρhis sp. (C. senρta) comm. Rp, 1. Sm, SE 
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Graphis sp・（G・scripta)

Lejeunea ullcina 

Le.Jeunea japonica 
Brother ell a henoniエ
Parmelia clavuli fer a 

Frullanエa tamarisci 
Frullania pedicellata 

Frullania jackii subsp・japonica
Herzogiella perrobusta 

Lecanora sp. 

Trocholejeunea sandv1cens1s 

Brachythecium buchananエエ
Fissidens gymnogynus 

Haplocladi um angusti foll um 

Lophocolea heterophylla 
An。m。d。n min。rsubsp.integerri『
Parmella caperata 

Anthracothecエumsp. 
Calypo~eia tosana 
Frullanェa hampeana 
Macromitrium gymnostomum 

Fauri ell a tenui s 

Xeromphalina campanella 
Mirroporus affinエs
Frullania museエcola
Brachytheci山ncoreanum 

Lophocolea minor 

Brachytheci um pl umosum 

Cololejunea japonica 

Cj I' Cryptomeria Japonica = Sugi , Rp . Robinia pseudo-acacia = HanenJu 
Zs J・ Zelkova serrata = Keyaki , Ah : Al nus hirsuta var. s工binca= Yamahannoki 

Qs J= Querc回 serrata= Konara , Ja : Juglans ailan出 fol工a= Onigurumi 

Ep ¥= Euptelea polyandra・ = Fusazakura , Cb ': C。rm brachyp。da= Kuman。mエzuki 
Qg I= Quercus glauca = Arakashi , Af : Abies firma = Momi , Tn : Torreya nucifera = Kaya 

。～l.OmEpiphytic conununity Tb: Trunk base Table l 着生群落組成表




